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地球ひとつぶで生きる

―
　「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
は
じ
め
と
す
る
過
度
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
横
行
す
る
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す

が
、
そ
の
背
景
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
?

鳥
井　
排
外
主
義
が
横
行
す
る
こ
と
に
対
し
て
危
機
感
を
抱
い

て
い
る
人
た
ち
は
大
勢
い
て
、
参
議
院
議
員
選
挙
以
降
、
私
へ

の
講
演
依
頼
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
目
の
当
た
り
に
す

る
の
は
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
て
も
、
驚
く
ほ
ど
に
在
留
外

国
人
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
出
入
国
在
留
管
理
庁

（
以
下
、
入
管
）
が
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
仕
組
み
を
非
常
に
煩

雑
と
い
う
か
、
敢
え
て
分
か
り
づ
ら
く
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

―
　
政
府
や
入
管
の
意
図
と
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

鳥
井　
日
本
の
入
管
法
は
、
極
め
て
ご
都
合
主
義
で
す
。
バ
ブ

ル
経
済
期
の
労
働
力
不
足
を
補
っ
て
い
た
1
9
8
0
年
代
は
、

オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
を
容
認
し
て
い
ま
し
た
。
次
に
日
系
2
世
・

3
世
に
「
在
留
資
格
」
を
与
え
た
の
で
す
が
、
思
惑
と
は
異
な

り
日
系
以
外
の
人
た
ち
も
働
き
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
2
0
1
0
年
か
ら
人
材
育
成
と
い
う
名
目
で
「
技
能

実
習
」
を
と
い
う
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
目
的
と

実
態
が
著
し
く
乖
離
し
た
「
奴
隷
的
扱
い
」
の
よ
う
な
制
度
で

し
た
。
ま
た
、
対
象
業
種
・
職
種
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
隙
間
を
「
留
学
」
や
「
家
族
滞
在
」
の
人
た
ち
が
補
っ
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
経
済
界
が
、「
労
働

力
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
在
留
資
格
を
求
め
、
単
純
労
働
で
の

就
労
を
含
め
た
外
国
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
　
親
の
不
法
滞
在
を
理
由
に
、
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
一
緒
に
強
制
送
還
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
起
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
?

鳥
井　
主
に
仮
放
免
の
人
た
ち
で
す
ね
。
健
康
上
の
理
由
な
ど

に
よ
り
収
容
を
一
時
的
に
解
か
れ
る
制
度
で
す
が
、
強
制
退
去

手
続
き
は
継
続
さ
れ
、
就
労
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
2
0
2
5

年
5
月
に
法
務
省
が
非
正
規
滞
在
者
の
強
制
送
還
を
強
化
す

る
「
国
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
不
法
滞
在
者
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」

を
発
表
し
、
仮
放
免
の
人
た
ち
の
現
状
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
、
長
年
に
亘
っ
て
日
本

で
生
活
基
盤
を
築
い
て
き
た
親
を
引
き
裂
く
こ
と
は
人
道
的
に

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
在
留
資
格
は
極
め
て
裁
量
的
な
の
で
、

与
え
れ
ば
い
い
だ
け
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
は
、
人
道
的
な
配
慮
と
い
う
こ
と
で
帰
国
困
難
者
に
「
特
定

活
動
」
の
在
留
資
格
を
与
え
て
い
ま
す
。

―
　
こ
の
他
、
過
度
な
排
外
主
義
が
ど
の
よ
う
な
状
況
を
招

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
?

鳥
井　
今
年
の
９
月
、
埼
玉
県
川
口
市
議
会
で
は
、
収
容
所
の

新
設
を
含
め
た
外
国
人
の
取
り
締
ま
り
強
化
を
求
め
る
国
へ
の

意
見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
事
実
を
捻
じ
曲
げ
る

以
前
に
、
事
実
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
こ
と
を
露
呈
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
入

管
法
で
は
全
件
収
容
主
義
の
原
則
を

改
め
、
社
会
の
中
で
生
活
し
な
が
ら

退
去
強
制
手
続
き
を
進
め
る
「
監
理

措
置
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

収
容
施
設
は
ガ
ラ
ガ
ラ
な
の
で
す
。

川
口
市
議
会
の
取
り
締
ま
り
強
化
を

求
め
る
国
へ
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
と

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

―
　
参
議
院
議
員
選
挙
や
自
民
党
総
裁
選
な
ど
に
お
け
る
議

論
に
つ
い
て
は
、
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
?

鳥
井　
い
ず
れ
も
目
新
し
い
論
点
は
な
く
、ど
の
候
補
も「
ル
ー

ル
を
遵
守
さ
せ
る
」
と
か
「
公
正
な
対
応
」
と
い
っ
た
言
葉

で
、
い
か
に
も
外
国
人
が
不
正
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
論
調

で
、
問
題
を
矮
小
化
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
公
然
と
デ
マ
と
ウ
ソ
が
垂
れ
流
さ
れ
、
ヘ
イ
ト
と
ゼ
ノ
フ
ォ

ビ
ア（
外
国
人
嫌
悪
）が
誘
発
さ
れ
た
こ
と
が
、「
日
本
人
フ
ァ
ー

ス
ト
」
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
と
、「
官
製
ヘ
イ
ト
」

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
　
ど
う
し
た
ら
、
理
不
尽
で
不
条
理
な
ヘ
イ
ト
を
止
め
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

鳥
井　
「
事
実（
F
a
c
t
）を
追
求
す
る
力
」
を
高
め
て
い
く
し

か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
1
0
0
回
の
ヘ
イ
ト
に
は
、

そ
れ
以
上
の
回
数
で
フ
ァ
ク
ト
を
突
き
付
け
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
は
ヘ
イ
ト
は
少
数
で
、
共

生
社
会
へ
の
共
感
は
多
く
の
人
た
ち
に
拡
が
り
つ
つ
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
信
濃
毎
日
新
聞
」
や
「
宮
崎
日
日

新
聞
」
が
特
集
を
連
載
し
、
取
材
を
通
じ
て
提
言
を
発
表
し
て

い
る
よ
う
に
、
地
方
で
は
「
外
国
人
と
の
共
生
な
く
し
て
地
域

は
成
り
立
た
な
い
」
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
い
ま
す
。

―
　
最
後
に
そ
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鳥
井　
ま
ず
は
、
運
動
側
や
野
党
を
変
え
る
こ
と
。
外
国
籍
の

人
に
選
挙
権
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
正
面
か
ら
議
論
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
と
思
う
か
ら
で
す
。
気
候
変
動
や
環
境
問
題
と
の

共
通
点
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、是
非
、つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
次
に
外
国
人
の
人
た
ち
の
貢
献
を
認
知
さ
せ
る
こ
と
。
外
国

人
の
納
税
額
な
ど
は
調
べ
れ
ば
す
ぐ
に
判
る
の
に
、
ほ
と
ん
ど
公

開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
論
点
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
戦
後
民
主
主
義
の
「
戦
争
し
な
い
」、

「
戦
争
さ
せ
な
い
」、「
核
を
持
た
な
い
」
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
。

日
本
が
安
心
・
安
全
な
国
だ
か
ら
外
国
の
人
た
ち
が
働
き
場
所

と
し
て
選
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

多文化共生社会の実現に向けて多文化共生社会の実現に向けて
100回のヘイトには100回のヘイトには
101回101回のファクトで対抗のファクトで対抗

移住連 共同代表理事

鳥井 一平さん
1953 年大阪府生まれ。全統一労働組合外国人労働者分会の結成
を経て、93 年の外国人春闘を組織するなど、外国人労働者を長
年に亘ってサポート。2013 年に日本人としてアメリカ国務省の「人
身売買と闘うヒーロー」に初選出。2015 年 6 月に設立した特定
非営利活動法人 移住者と連帯する全国ネットワーク（移住連）など
の活動は、NHK「プロフェッショナル」仕事の流儀（2019 年 9 月
放送）でも特集された。近著に「国家と移民　外国人労働者と日
本の未来」（集英社新書 2020 年刊）

在留外国人が 370 万人を超えた中で、参議院議員選挙では「日本在留外国人が 370 万人を超えた中で、参議院議員選挙では「日本
人ファースト」を掲げた党が議席を伸ばし、自民党の総裁選でも「外人ファースト」を掲げた党が議席を伸ばし、自民党の総裁選でも「外
国人問題」が争点になりました。埼玉県川口市議会では、収容所の国人問題」が争点になりました。埼玉県川口市議会では、収容所の
新設を含めた外国人の取り締まり強化を求める国への意見書が可新設を含めた外国人の取り締まり強化を求める国への意見書が可
決され、地域に暮らすクルド人たちへのヘイトが深刻化しています。日決され、地域に暮らすクルド人たちへのヘイトが深刻化しています。日
本が排他主義に向かう構造とは ? 多文化共生社会を本が排他主義に向かう構造とは ? 多文化共生社会を
実現する鍵を移住者と連帯する全国ネットワーク（移実現する鍵を移住者と連帯する全国ネットワーク（移
住連）共同代表理事の鳥井一平さんに聞きました。住連）共同代表理事の鳥井一平さんに聞きました。

もっと詳しいロングインタビュー記事はこちらから️もっと詳しいロングインタビュー記事はこちらから️

エ

コロ
ジカルな知恵

社

会
的公正・正義 参

加民主主義
非
暴力・平和 持

続可能性
多
様性の尊重

グローバル・
グリーンズ憲章

11/8 静岡県浜松市で地域代表協議会が開催された。
参加メンバーによるガソリン減税NO!アクション。

10/5 草島進一さんが鶴岡市議選で6期目の当選。
市民が主役の緑の政治を貫き続ける。

10/12 北海道ニセコ駅前で市民と町議が気候アクション。
ハロウィンで賑わう街で楽しく開催。

インタビュアーインタビュアー
ブランシャー 明日香ブランシャー 明日香

杉並区議会議員
長崎県生まれ。カナダ・ヨーク
大学社会人類学部を卒業し、
多文化都市トロントで生活し
た後帰国。3.11に際しては震
災復興支援のため、石巻や福
島でボランティア活動。2019
年からは西荻窪善福寺にエコ
ロジーカフェ・カワセミピプレッ
トを開店。カフェを軸に環 境
キャンペーン「西荻大作戦」ス
タート（2025 年 3 月末閉店）。
2022 年より緑の党グリーン
ズジャパンに参 加し、2023
年の杉並区議会議員選挙で

「ゼロカーボンをまちづくりの
ど真ん中に」を掲げて初当選

何
故
、
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
?!

知
ら
れ
て
い
な
い
「
在
留
資
格
」
の
構
造 

在
留
外
国
人
へ
の
誤
解
に
立
脚
し
た

「
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
の
矛
盾
と
問
題
点

「
民
主
主
義
」
の
追
求
こ
そ
が
、

多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
に
つ
な
が
る
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世界のみどり　　GLOBAL GREENS
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自治体選挙
10/5 山形県鶴岡市議選 草島進一 現 会 推薦 当選
11/9 東京都葛飾区議選 みずま雪絵 現 サ 推薦 当選
11/9 東京都葛飾区議選 沼田たか子 現 非 推薦 当選
11/16 佐賀県鳥栖市議選 牧瀬昭子 現 サ 推薦 当選

＜ COP30 の論点と日本の課題＞　
　「COP30 の論点と日本の課題」と題した、伊与田
昌慶さん ( 国際環境 NGO 350.org Japan) の緑
デーでの講演の要約を掲載します。

■現状は厳しいが前に進んでいる
　世界気象機関 (WMO) は、「2024 年の CO2 濃度
は過去最高だった」とのメッセージを出した。世界は
1.5℃目標をめざすと合意したが、これまで各国政府

が掲げる排出削減目標は、すべて達成できたとしても
1.5℃はおろか２℃未満にも届かない、不十分なもの
だ。
　国際司法裁判所が今年７月、「すべての国は気候変
動対策の義務がある」、「化石燃料の消費拡大や補助
金は義務違反になりうる」と勧告した。ますます気候
訴訟が広がるだろう。ネガティブなニュースも多いが、
世界では着実に再エネが拡大し、前進している。

■ COP30 の注目点は
　ブラジルで行われるCOP30 は、アマゾン COPと
も言われ、森林減少を食い止めるメッセージが期待さ
れる。市民の気候正義の実現へ向けた運動は引き続
き世界でも活発で、ブラジルでもそれは発揮されるだ
ろう。
　他方、トランプ政権によるパリ協定離脱や資金拠
出の拒否などで、多国間協調主義が揺らいでいると

いう懸念がある。トランプ政権に抗議しながらも、私
たちはあきらめずに前へ進むという決意を示す COP
にすることが重要だ。1.5℃目標へのギャップを埋め
るため、化石燃料のフェーズアウトや、日本のような
不十分な排出削減目標の見直しを促す強いメッセー
ジが発信されるか否かに、最も注目している。また、
COPとして国際司法裁判所の勧告を歓迎するか、適
応策の指標、公正な移行なども大切な論点だ。

■日本の課題は
　1.5℃目標のためには経団連提言の「コピー＆ペース
ト」ではない野心的な目標が必要だ。COP28 で合
意した再エネ３倍、省エネ改善率２倍、化石燃料から
の脱却を自国の政策に反映させることも必要だ。途
上国に対する気候資金の支援拡大は日本の果たせる
役割が大きい。新政権が COP にどう臨むか、厳しく
監視しなければならない。
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運営委員会より　2023年11月～2024年1月に発表した主な声明・談話 ●ホームページで内容をご覧いただけます

ガザへの侵攻と虐殺の即時停止を！（11/14）
「2050 年までに世界の原子力発電所の発電容量3倍」に抗議します－脱炭素の唯一の解は省エネ・再エネ（12/8）
東京電力柏崎刈羽原発運転禁止命令の解除の撤回を求めます
能登半島地震から間もなく3週間－脆弱な災害対策と原発の危険性あらためて明らかに

◆ ガソリン税暫定税率廃止問題―深刻な気候危機と未来への責任を踏まえた議論を（8/13）
　  ◆ 戦後80年―分断と紛争の拡大に抗して平和で公正な世界をめざそう（8/15）

◆ 災害及び選挙関連動画の収益化に関する法的規制を求める声明（9/10）
◆ 原発の運転延長・新増設の計画に強く反対し、脱原発に向けたエネルギー政策を求めます（8/18）

◆  MOX燃料輸送に抗議し、原発回帰の撤回を求めます（10/8）
◆  国会議員定数削減に強く反対します－「身を切る」改革は「民意を切る」改悪そのものです（10/30）

◆  太陽光パネル廃棄問題の抜本解決に向けたリサイクル義務化を求めます（9/24）

◆ ガザへの侵攻と虐殺の即時停止を！（11/14） 
◆「2050 年までに世界の原子力発電所の発電容量3倍」に抗議します
　 －脱炭素の唯一の解は省エネ・再エネ（12/8）
　  ◆ 東京電力柏崎刈羽原発運転禁止命令の解除の撤回を求めます（12/28）
◆ 能登半島地震から間もなく3週間－脆弱な災害対策と原発の危険性あらためて明らかに（1/20）

主な声明・論説　2025年8月〜11月

緑の党は世界100以上の国や地域で活動し、グローバル・グリーンズ（GG）というネットワー
クをつくっています。

9/8 ノルウェー総選挙で労働党が再選。左派連合が過半数を獲得し、緑の党も4％超で
議席増。一方、進歩党が生活費高騰や移民不満で躍進。緑の党は脱石油を訴えるが、政
府は輸出拡大方針で対立が続く

9/16 フランス最年少上院議員オリビエさんが来日し、緑の党と意見交換。原発依存
脱却を訴えるが、左派連合内で意見が分かれ、脱原発運動は困難。日本との連帯が
期待される。

10/6 パレスチナ緑の党とアジア太平洋緑の党連盟が共同して、飲料水供給プロジェクト
への寄付を募っている。ご協力をお願いします。
10/15 GGが、イスラエルが国際司法裁判所（ICJ）の命令を無視してパレスチナ人に対
する大量虐殺を続けていることを受けて、パレスチナの人々との連帯を緊急に呼びかけた。

詳しく知る▼

詳しく知る▼

　参院選後、与野党でガソリン税暫定税率
の年内廃止が合意されました。しかし、これ
は財政だけでなく気候危機対策の点でも重
大な問題です。廃止すれば CO₂ 排出が年間
1500 万トン以上増え、カーボンニュートラル
目標に逆行します。恩恵は富裕層に偏り、環
境に配慮する人ほど不利になるなど社会的
公正にも反します。地方税収減への懸念も大
きく、全国知事会も恒久財源を求めています。
　日本のガソリン価格・税率は OECD 諸国
で低水準であり、炭素税も極めて低く、欧州
諸国との差は著しいままです。暫定税率廃止
ではなく、炭素税の強化と税収の環境・エネ

ルギー貧困対策への活用こそ必要です。その
際、車利用が不可欠な地域や業種への支援、
EV 普及、公共交通・再生可能エネルギーの
拡充、低所得者への生活支援策が不可欠です。
　気候危機の加速に対し、減税は問題の先
送りにすぎません。緑の党は、未来世代へ
の責任として、
経済成長より
も気候対策を
優先する社会
への転換を強
く訴えます。

来年３月11日、東電福島第一原発事故から１５周年を迎え
ます。
原発過酷事故の影響を振り返り、放射能のリスクを軽視し
て未来社会を脅かす原子力政策にストップをかけるために、
12月から3月まで、月一回の連続セミナーを企画しました。
第1回　12/17( 水 )19:00 〜
再稼働への「知事判断」間近の東京電力柏崎刈羽原発

「民主主義を歪めて進められる原発推進」 中山均共同代表
第 2 回　「3.11を忘れない人々 をつなぐ」
第 3 回　総会特別講演「東電に原発は
任せられない」おしどりマコさん
第 4 回　「避難者とともに
東電と国の罪を問う」
https-/greens.gr.jp/
activities/311-2

＜ガソリン税暫定税率廃止問題  
　　　　　　　　　気候危機と未来への責任を踏まえた議論を！＞


